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○植樹祭 １
○町の話題 ２
○議会だより ３, ４
○お知らせ ５
○イマダス・町の宝

６

…………………
………………
………
………………

……………………

６
月
22
日
、
今
別
町
、
十
五
日
会
、

西
部
・
東
部
漁
協
主
催
で
、
今
別
町
植

樹
祭
が
町
営
山
崎
放
牧
場
内
官
行
造
林

地
伐
採
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
か
ら
始
ま
っ
た
町
植
樹
祭

は
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
、
関
係
者
や

今
別
小
学
校
緑
の
少
年
団
な
ど
約
１
６

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
阿
部
副
町
長
が

｢

世

界
的
な
異
常
気
象
が
頻
発
し
、
各
地
で

多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
森
林

の
減
少
が
一
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
の
持
つ
他
面
的
機
能
の
回
復
に
よ

る
自
然
環
境
の
浄
化
を
図
り
、
財
産
で

あ
る
豊
か
な
自
然
の
恵
み
が
後
世
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
植
樹
を
し
て
下
さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
小

学
校
緑
の
少
年
団
を
代
表
し
て
、
西
村

寧
々
さ
ん

(

５
年)

が
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
で
風
も
な
く
暑
い
中

で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
、
ひ
ば
・
ぶ
な
・
か
つ
ら
・
な
ら
の

苗
木
を
森
林
事
務
所
員
の
指
導
の
も
と
、

し
っ
か
り
と
植
え
付
け
を
し
て
、
将
来

の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
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小
規
模
事
業
者
事
業
全
国
展
開
開
発
支

援
事
業
に
、
今
別
町
商
工
会
の

｢

今
ベ
ー

ル
を
脱
ぐ
奥
津
軽
弁
当｣

奥
津
軽
駅

(

津

軽
海
峡)

弁
当
シ
リ
ー
ズ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
と
北
海
道
新
幹

線
仮
称

｢

奥
津
軽
駅｣
開
業
へ
向
け
、
商

工
会
を
中
心
に
漁
協
・
農
協
・
商
店
を
営

ん
で
い
る
方
・
グ
ル
ー
プ
・
町
な
ど
が
連

携
し
、
地
元
食
材
を
用
い
駅
弁
を
柱
に

｢

食｣

の
情
報
発
信
を
行
い
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
26
日
、
商
工
会
に
お
い
て
、
１
回

目
の
全
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
開
催
さ

れ
、
相
内
喜
久
男
商
工
会
長
か
ら
関
係
者

や
参
画
事
業
者
等
へ
委
員
の
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
事
業
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

で
座
長
を
務
め
る
青
森
公
立
大
学
・
山
本

教
授
か
ら
事
業
を
進
め
る
た
め
の
考
え
方

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
市
場
調
査
や
食
の
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
出
展
を
行
う
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
の
工
藤
主
席
指
導
員(

町
商
工
会)

は
、｢

少
子
高
齢
化
が
進
む
今
別
町
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
地
域

の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
、
地
域
活
動
が
推

進
さ
れ
れ
ば｣

と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
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子
育
て
サ
ー
ク
ル

｢

ち
ゅ
っ

ち
ゅ
く
ら
ぶ｣

は
、
７
月
10
日
、

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

世
界
公
認
バ
ル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
北
澤
由
美
子
先
生
を
迎
え
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
北
澤
先
生
が
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
風
船
を
使
っ
て
動
物
を

作
っ
た
り
、
参
加
者
は
バ
ル
ー

ン
で
刀
や
ボ
ー
ル
を
作
っ
て
、

お
友
達
と
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
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｢ラブ・いまべつ会｣ では､ 平成16年から会員の皆さんで､ 故郷のためにと苗木
代を町に寄せています｡ 今年も多くの皆さんから沢山の寄付をいただき､ 植樹祭の
苗木購入に利用させていただきます｡ 本当にありがとうございます｡
○４月１日から７月２日までにお寄せいただいた皆さんを紹介します｡ (敬称は省
略させていただきます)

�������� 	
���

?@ABCD ・鈴木 勇治・松本あけ美・梅田 賢明
?EFGCD ・相内 潔・相内 文夫・蝦名 悌子・川村 義悦・木浪 徹・坂本 一三

・塩谷 幸子・嶋中 晋吾・鈴木忠治郎・中川まつみ・間山 治・最上 常造
・横岡 一・相内 一夫・澤田 嘉男・小倉 英章・三浦 光昭・木村 進
・阿部 誠也

?HIGCD ・伊東 豊・松山 ゆり・木村 奉二
?JKGCD ・野土 文子・野口恵美子・中嶋 和彦・中嶋 政光
?LMGCD ・相内 定道・大谷 彰宏・木村 誠・木村 満・田中田鶴子・中村 早苗

・南 吉雄・田中富士子・木村 利次・小川 智子・田中 博之・新山 裕陳
・嶋中 弥・木村 絢子・山上 幸美・勝野 健夫

?NOPCD ・小倉 頼子・小島 睦子・佐藤 隆・田中 一男・山田 力雄・山本 良子
・吉田 和子・阿部 良蔵・松島るみ子・福士 保冶・青木 孝子・高木 京一
・菊池マサ子・鈴木 栄司・宮越袈裟雄

?QRSCD ・磯崎 規子・勝野 文男・佐々木 清・佐藤陸奥雄・嶋中 徹・瀬川 巌
・西尾あや子・本郷 守男・増沢 恵美・横岡とし子・本郷 邦昭・前田 亨子
・田中 隆一・太田 力・木村 彰・田畑ふみ子・和田 昭子

?TUGCD ・尾崎つる子・高橋 利成・土橋 智子・岩山 孝子・宮本 英一・工藤 良作
?VWGCD ・塚田 君枝 ?XYGCD ・小倉 宏之
?ZSGCD ・大杉 幼子 ?OP[CD ・坂本 慶一
?\]GCD ・新山 忠美 以上88名の方から寄付が寄せられました｡
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���

���������	��
���������
��������【今月の金曜日は特別な日でしたね｡ 】������������������【７月の
１３日は金曜日でした｡ 】����
����	�������	������	����
�����	����������������【アメリカやイギリス
やポーランド､ ドイツなどでは､ これはとても怖い日です｡ 】������������
�����【それは１３日の金曜日です｡
】�������������’�������
�	���������������� 
��【多くの国や文化において､ ｢１３｣ という数字は縁起の
悪い数字です｡ 】�����
������
�	����������������【また､ いくつかの文化において金曜日というのも縁起が悪

いでしょう｡ 】�
�
!��
	���
��
���
���
"
����������【それゆえに､ 二つが重なるととても縁起が悪いのです｡ 】���������!������
�������
���������【この手の考え方は迷信と言えます】#��
����������
���
��"
������
 
��
!��【迷信を人々は不思議なほど信じま
す】���
$����
	�!� �������������!�����!��
�!��
�
�
���
	��
����� 
"
������
��【例えば､ もし黒猫がある人の前
を通ると､ 彼らはすごく怖がります】�����
�����������������
������
��【また､ はしごの下を通るということもしません｡
(縁起が悪いと考えられている) 】��
�������������������
����	��
���������� �������【彼らはそれが危険だからとは考えず､
運が悪くなるからという理由で通らないのです｡ 】��
�
��������� ������	 ����
�
��
�������� 
��
!���
���【縁起が悪い
という迷信だけではなく､ 中には良いものもあります】���
$����
	��������������
���
������
�
���【たとえば､ 黄色い下
着を身につけると良いことがあると言われます｡ 】����	�����
���
� �"
�����������
����������【また､ 扉の上に蹄鉄を置く
と良いことがあると言われます｡ 】%����
����
���
�������
�“&” ����
�【しかし､ その蹄鉄はＵの形をしていなければなり
ません｡ 】�!���������
���	�����������
����������【もしも､ 逆だったらそれは幸運を呼ぶことはできません｡ 】�������
�

������
��
�
��
������� 
��
!��【日本の文化にも似たような考えがあります｡ 】�������	'����	(��
�	���)����	��
��� 
�!�
���� �������【日本や中国や韓国やハワイでは ｢４｣ という数字が縁起が悪いと言われます】����
����	����������’�������
���
"
"������������
 
��
!��【世界中､ すべての国の文化にはそれぞれ違った迷信があるものです｡ 】����������"
�����
�
������【私は
それがとても面白いと思います】
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春
の
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
７
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で

の
３
日
間
、
今
別
中
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
毎
年
同
時
期
に
開
催

さ
れ
、
簡
単
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
町
民
の
体
力
増
進
と
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
一
般
の
部
６

チ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
２
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

各
チ
ー
ム
は
、
優
勝
を
目
指
し
て
好

プ
レ
ー
が
続
出
、
時
に
は
珍
プ
レ
ー
で

会
場
は
歓
喜
に
包
ま
れ
た
り
と
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
の
部

優
勝

ヤ
ン
グ
＆
シ
ル
バ
ー

２
位

マ
ー
ブ
ル

３
位

た
け
の
こ

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

優
勝

レ
イ
・
カ
イ

２
位

リ
ュ
ー
・
カ
イ
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町
財
政
健
全
化
関
連
９
議
案)
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議
員
報
酬
の
減
額
割
合
を
報
酬
月
額
100
分
の

40
以
内
、
期
末
手
当
100
分
の
70
以
内
と
し
、
適

用
期
間
は
19
年
７
月
１
日
か
ら
20
年
３
月
30
日

ま
で
。
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町
長
、
副
町
長
の
給
与
の
減
額
割
合
を
給
料

月
額
、
期
末
手
当
と
も
に
100
分
の
70
以
内
と
し
、

適
用
期
間
は
19
年
７
月
１
日
か
ら
24
年
３
月
31

日
ま
で
。
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教
育
長
の
給
与
の
減
額
割
合
を
給
料
月
額
、

期
末
手
当
と
も
に
100
分
の
70
以
内
と
し
、
適
用

期
間
は
19
年
７
月
１
日
か
ら
24
年
３
月
31
日
ま

で
。
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職
員
給
与
の
減
額
割
合
を
給
料
月
額
100
分
の

30
以
内
、
期
末
手
当
100
分
の
50
以
内
と
し
、
適

用
期
間
は
19
年
７
月
１
日
か
ら
24
年
３
月
31
日

ま
で
。
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各
種
委
員
の
報
酬
を
15
％
か
ら
37
・
５
％
の

範
囲
で
減
額
し
、
施
行
は
19
年
８
月
１
日
か
ら
。

�
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�
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私
用
車
利
用
の
場
合
の
旅
費
を
減
額
。
で
き

る
限
り
公
用
車
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

�
�
�
/
0
1
2
3
4
5
6
�
3
�
�
�
�
�

�
�臨

時
議
会
で
提
案
さ
れ
た
平
均
35
％
の
引
上

率
を
約
８
％
抑
制
し
、
平
均
27
％
と
し
て
再
提

案
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
つ
い
て
は
所
得
等
に
よ
り
減
免
す
る
こ
と

も
決
ま
り
ま
し
た
。
７
月
17
日
か
ら
適
用
に
な

り
ま
す
。

(

そ
の
他
の
議
案)

�
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�
�
7
8
9
:
;
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国
保
税
の
限
度
額
が
53
万
円
か
ら
56
万
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
>
?
@
A
�
�
B
C
5
6
D
E
F
�
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G
H

国
の
導
入
事
業
廃
止
に
伴
い
、
県
が
実
施
主

体
と
な
り
肉
用
雌
牛
貸
付
基
金
を
設
置
す
る
も

の
。
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a
b
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の
報
告
を
承
認
。
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択
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た
陳
情
書
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� " # � � $ ��%�$

一 般 会 計 4,280 2,193,499

国 保 ( 事 業 勘 定 ) 372 566,970

国 保 ( 診 療 施 設 勘 定 ) 1,020 179,941

介 護
( 保 険 事 業 勘 定 ) △1,802 352,681

介 護
(介護サービス事業勘定) 1,035 95,067

簡 易 水 道 事 業 △2,315 134,548
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平
成
19
年
５
月
29
日
、
第
368
回
臨
時

会
が
招
集
さ
れ
、
議
案
６
件
を
承
認
・

同
意
し
、
財
政
健
全
化
計
画
関
連
の
議

員
報
酬
削
減
条
例
が
否
決
と
な
り
、
関

連
９
議
案
は
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

�
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�
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(

否
決
さ
れ
た
議
案)
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(

撤
回
さ
れ
た
議
案)
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平
成
18
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
補
正
予
算
の
専
決
報
告
５
件
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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�

�
�

�
�
�
�
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r
�
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�
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u

小
倉
稲
子
氏

(

57
歳

袰
月)

の
再

任
命
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

第
369
回
定
例
会
は
６
月
21
日
招
集
さ
れ
、
27
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
５
月
29
日
の
臨
時
議
会
で
否
決
、
撤
回
さ
れ
た
町
財
政
健
全
化
関
連

９
議
案
の
ほ
か
、
平
成
19
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
計
20
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
	


�
�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
�


�

�

�
�

18
日

議
員
全
員
協
議
会

23
日

町
観
光
協
会
総
会

24
日

町
安
全
協
会
総
会

26
日
〜
27
日

鉄
道
運
輸
支
援
機
構
及
び
国

土
交
通
省
表
敬
訪
問

�
�

１
日

議
会
広
報
委
員
会

８
日

県
新
幹
線
建
設
促
進
期
成
会

総
会

11
日

議
員
全
員
協
議
会

15
日

東
郡
町
村
議
会
議
長
会
議

県
議
長
会
理
事
会

国
道
339
号
梹
榔
バ
イ
パ
ス
竣

工
式

22
日
〜
23
日

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議

長
研
修
会

24
日

議
員
全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

25
日

東
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会

29
日

臨
時
議
会

�
�

４
日

東
郡
町
村
議
会
議
長
会
議

５
日

県
議
長
会
臨
時
総
会

14
日

議
員
全
員
協
議
会

15
日

議
会
運
営
委
員
会

21
日
〜
27
日

定
例
議
会

21
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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以
前
に
修
理
し
た
箇
所
と
聞
く
が
、
畑

に
通
じ
る
道
路
が
地
盤
沈
下
し
て
お
り
非
常
に

危
険
で
あ
る
。
対
応
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

ご
指
摘
の
箇
所
は
こ
れ
ま
で

も
陥
没
等
の
被
害
が
発
生
し
、
農
業
災
害
復
旧

事
業
に
よ
り
整
備
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
現

在
、
部
分
陥
没
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
段
差
解
消

の
た
め
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
施
工
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
地
す
べ
り
対
策
事
業
と
し
て
も
ど
う
な
の

か
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�


多
目
的
集
会
所
は
屋
根
の
ト
タ
ン
が
著

し
く
腐
食
し
、
雨
漏
り
し
て
い
る
状
態
で
す
。

職
員
が
屋
根
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
し
た
よ
う
だ
が
、

ト
タ
ン
を
葺
き
替
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

�
�

�
�

�
�

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
屋

根
の
塗
装
や
部
分
補
修
等
で
急
場
を
し
の
い
で

い
る
状
況
で
す
。
財
政
状
況
が
好
転
す
る
ま
で

は
現
状
を
維
持
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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�
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西
側
の
上
り
坂
は
、
両
サ
イ
ド
の
土
留

め
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
ひ
び
が
入
り
一
部
が
壊
れ

て
い
ま
す
。
大
き
く
壊
れ
る
と
危
険
が
伴
う
こ

と
か
ら
早
期
の
修
理
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

ご
指
摘
の
箇
所
は
こ
れ
ま
で
に
も
一
部
補
修

工
事
を
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
全
面
的
な
補
修

は
か
な
り
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
補
助
事
業
と
し
て
採
択
で
き
な
い
か
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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昨
年
の
大
雨
で
決
壊
し
た
部
分
は
す
ぐ

に
工
事
に
取
り
か
か
っ
た
が
、
同
じ
箇
所
が
崩

れ
て
い
ま
す
。
施
行
方
法
に
問
題
は
な
か
っ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

ご
指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

農
業
災
害
に
よ
り
基
礎
部
分
は
フ
ト
ン
篭
工
、

法
面
は
張
芝
で
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の

崩
壊
は
法
面
の
芝
が
根
付
く
前
に
雨
に
よ
り
崩

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
工
法
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
国
民
年

金
の
保
険
料
納
付
記
録
が
、
わ
が
町
で
は
保
存

さ
れ
て
い
る
も
の
か
伺
い
ま
す
。
記
録
を
パ
ソ

コ
ン
入
力
し
た
あ
と
、
た
だ
ち
に
廃
棄
処
分
す

る
よ
う
通
達
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
書
類
は
廃

棄
処
分
さ
れ
て
も
パ
ソ
コ
ン
に
残
っ
て
い
る
の

か
併
せ
て
伺
い
ま
す
。
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平
成
14
年
３
月
ま
で
の
納
付

記
録
は
保
管
し
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
紙
ベ
ー

ス
で
記
録
を
保
管
し
て
い
ま
す
。
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水
道
料
の
滞
納
額
は
、
現
在
ど
の
く
ら

い
の
額
か
。
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
当
た
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

現
在
の
水
道
料
滞
納
額
は

２
４
、
７
４
５
、
０
４
０
円
で
す
。
滞
納
者
の

徴
収
方
法
は
郵
便
に
よ
る
督
促
状
、
催
告
書
を

発
行
し
訪
問
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
再
三
依

頼
し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
給
水
停
止
を
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
徴
収
体
制
や
指
導
を
強
化
し
、
滞
納

額
の
減
少
に
向
け
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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町
の
財
政
に
つ
い
て
、
連
結
決
算
で
は
全
国

的
に
ワ
ー
ス
ト
19
と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
原
因
と
し
て

｢

三
位
一
体
改
革｣

の

影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
緊
の
問
題
と

し
て
は
、
保
育
園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
拙
速
な
民
営
化
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
職

員
給
与
を
事
業
収
入
で
賄
っ
て
い
た
も
の
が
、

す
べ
て
町
負
担
と
な
る
か
ら
で
す
。
施
設
売
却

費
１
億
円
が
入
る
と
し
て
も
、
決
し
て
町
の
利

益
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
町
に
配
布
し
た
資
料
の
歳
入
の
推
移
の
中

の
数
値
の
過
ち
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
３
億
５

千
万
円
を
過
少
に
記
入
し
た
過
ち
を
認
め
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
町
民
に
報
告
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
の
財
政
健
全
化
計
画
で
は

｢

夕
張
の
よ
う

に
す
る
な｣

と
あ
り
ま
す
が
、
改
革
案
は
夕
張

以
上
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
夕
張
で
は
程
度
を
超
え
た
改
革
素
案
は

住
民
運
動
で
修
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
提
案
さ
れ
て
い
な
い
長
寿
祝
い
金
の

削
減
・
廃
止
計
画
案
は
一
時
的
取
り
下
げ
な
の

か
、
任
期
中
は
提
案
し
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。
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値
上
げ
案
は
少
し
抑
制
さ
れ
一
般
は
35
％
か

ら
27
％
に
な
り
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
改
善

点
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
引
き
上
げ
案
は

当
年
度
の
赤
字
分
を
大
幅
に
上
回
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
過
疎
債
の
町
の
負
担
に
備

え
た
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
す
べ
て

町
民
に
負
担
を
押
し
付
け
て
は
町
民
は
暮
ら
し

て
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
し
い
事
業
も
必
要

な
も
の
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
所
見
を
求
め
ま
す
。
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夕
張
の
削
減
は
平
成
19
年
４
月
現
在
で
15
％

の
削
減
の
よ
う
だ
が
、
今
別
町
は
夕
張
以
上
で

は
な
い
の
か
。
今
回
も
20
％
以
内
の
削
減
と
い

う
こ
と
だ
が
そ
の
内
容
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

各
種
委
員
の
方
々
は
仕
事
を
休
ん
で
会
議
に

出
席
し
て
い
る
も
の
で
、
出
席
で
き
る
方
は
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
酬
削
減
で
出
席
で
き
る

方
は
一
層
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

委
員
が
特
定
の
人
に
限
定
さ
れ
る
の
は
、
民

主
主
義
の
立
場
か
ら
問
題
が
出
て
き
ま
す
が
、

町
長
の
所
見
を
求
め
ま
す
。

4
5
�
A
$
H
I
)
*
+
,

町
長
の
給
料
削
減
は
、
財
政
悪
化
の
喫
緊
の

原
因
で
あ
る
民
営
化
の
責
任
と
い
う
こ
と
で
は

当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
自
身
は
年

金
も
あ
り
20
万
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

誰
も
が
町
長
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
給
料
は
ど

の
く
ら
い
と
考
え
る
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

J
@
�
F
G

K
)
*
+
,

議
員
報
酬
は
す
で
に
10
％
カ
ッ
ト
を
実
施
し
、

議
員
定
数
10
名
か
ら
７
名
に
し
３
割
を
カ
ッ
ト

し
て
い
ま
す
。
今
度
は
報
酬
の
40
％
以
内
の
カ
ッ

ト
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
議
会
の
意
見
を
尊
重

す
る
と
言
い
ま
す
が
、
す
で
に
数
字
が
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
報
酬
の
削
減
で
は
特
定
の
収
入
の

あ
る
方
、
高
め
の
年
金
収
入
の
あ
る
方
で
な
い

と
議
員
に
な
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
ま
す
。
削

減
は
総
収
入
の
20
％
が
限
界
だ
と
私
は
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

�
�

財
政
状
況
が
悪
く
な
っ
た
原
因
と
し
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
積
み
重
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
保
育
園
と
介
護
施
設

の
赤
字
で
す
。
こ
れ
の
解
決
策
を
模
索
し
、
職

員
に
10
％
の
給
与
削
減
を
お
願
い
し
た
も
の
で

す
。
そ
こ
へ

｢

三
位
一
体
改
革｣

が
あ
り
財
政

は
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
今
年
３
月
に
は
連
結
決
算
の
問
題
が

出
て
き
ま
し
た
。
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
の
４
つ
の
う
ち
１
つ
で
も
基
準
を
オ
ー
バ
ー

し
た
場
合
は
財
政
の
健
全
化
団
体
ま
た
は
財
政

の
再
生
団
体
に
な
る
も
の
で
す
。

今
別
町
は
17
年
度
の
連
結
決
算
は
赤
字
が
17

％
を
超
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
へ
配
布
し
た
資

料
の
今
別
町
決
算
見
込
み
に
よ
る
と
赤
字
は
18

年
度
は
23
％
、
19
年
度
は
30
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
町
の
赤
字
20
％

の
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
る
た
め
、
放
置
し
て
お

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
連
結
決
算
の
赤
字
を

20
％
以
内
に
し
た
い
と
考
え
、
今
回
の
財
政
健

全
化
計
画
を
提
案
し
た
も
の
で
す
。

全
町
へ
配
布
し
た
資
料
の
歳
入
の
推
移
の
数

値
の
過
ち
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
報
告
す
る
義

務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
研
究

中
で
も
う
一
度
練
り
直
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
料
の
問
題
で
す
が
、
当
町
は
石
綿
パ
イ

プ
の
更
新
に
莫
大
な
起
債
を
要
し
た
も
の
で
、

そ
の
返
還
が
い
ま
非
常
に
大
き
く
の
し
か
か
っ

て
い
ま
す
。
一
般
会
計
に
余
裕
が
あ
っ
た
と
き

は
繰
り
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
も
厳

し
い
の
で
そ
れ
も
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

町
長
の
給
料
が
20
万
と
い
う
の
は
、
町
の
責

任
者
と
し
て
の
最
大
の
努
力
の
結
果
と
受
け
止

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
民
に
も
真
意
を
分
か
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
町
長
と
し
て
必
要
な
経
費
は
50
万
以
上

だ
と
考
え
ま
す
。

各
種
委
員
の
皆
さ
ん
は
町
の
た
め
に
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
報
酬
額
に
は
こ
だ
わ
っ

て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

議
員
の
報
酬
削
減
は
パ
ー
セ
ン
ト
の
問
題
で

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
が
納
得
す
る

形
で
収
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�
�

�

職
員
の
給
料
に
つ
い
て
は
、
現
在

は
６
千
万
の
削
減
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
４
千

万
円
上
積
み
で
１
億
円
の
減
額
の
計
画
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
削
減
率
の
高
い
職
員
は
16
・
７

％
、
低
い
職
員
は
９
・
９
％
と
い
う
こ
と
で
職

員
組
合
に
提
示
し
て
お
り
ま
す
。

月
々
の
削
減
と
期
末
手
当
の
削
減
と
の
調
整

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
ま
た
職
員
組
合
と
話
し

合
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
L
M
�
N
O
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S
�

�


春
先
に
サ
ル
被
害
が
続
出
し
ま
し
た
。

民
家
や
お
寺
に
入
っ
た
と
の
被
害
報
告
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
農
作
物
の
収
穫
期
に
向

け
て
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

い
ま
か
ら
即
効
性
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
た

て
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�
�

�
�

�

ご
指
摘
の
と
お
り
町
内
各
地

で
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
５

月
下
旬
こ
ろ
か
ら
は
被
害
通
報
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

町
で
は
被
害
防
止
の
た
め
の
チ
ラ
シ
の
配
布

や
職
員
に
よ
る
巡
回
、
威
嚇
作
業
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
捕
獲
檻
の
設
置
や
地
元

猟
友
会
に
よ
る
有
害
駆
除
を
行
い
ま
し
た
が
、

根
本
的
な
解
決
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
有
効
な
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。
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夏のレジャーシーズンを迎え､ 行楽地へ車でお

出かけになる方も多いと思います｡
ドライブでストレス発散も結構ですが､ 開放感

から ｢ちょっと一杯・ついスピード｣ は絶対やめ
ましょう｡
��������	


甘く考えていませんか？飲酒運転は ｢重大｣ な
犯罪です｡
������������

重大事故や被害者感情などにより､ 社会を挙げ
て飲酒運転根絶の気運が高まっています｡
�������������

警察では､ 取締りを継続的に実施していますが､
取締りや罰則強化にもかかわらず､ 検挙される人
は後を絶ちません｡
����������

スピードを控えめに ｢急｣ の付く運転はやめ､
地域や環境に優しい運転をしましょう｡
��������
青森県警察本部では､ 警察官Ｂ (高校卒業程度

の学力を有する者) を募集します｡
�� !"�#$%&'()*+�,-.+()*

/�01�203456

��789�#-.:;(<*=�,<*':�

詳しくは､ 警察署又は交番へ問い合わせ下さい｡
連絡先 外ヶ浜警察署 ２２－２２１１

今別駐在所 ３５－２０２９
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濃い味が好きである｡ 足がむくみやすい｡

運動不足である｡ 動悸や息切れがする｡

たばこを吸う｡ 階段を上がると胸が痛い｡

ストレスの多い生活だ｡ 不整脈がよくでる｡

太り気味､ または太っている｡ 心臓の病気がある｡

夏に心臓発作が多い理由は・・
夏は､ 食欲が落ちたり､ 睡眠不足になったりして疲労が蓄積しやすい季節です｡
また､ 汗をかいて体から水分が奪われ､ 血液が濃くなりがちです｡ また､ 炎天
下での労働や､ 暑い日にビールを飲みすぎたりすると､ 脱水を起こし､ 血栓
(血のかたまり) ができやすくなり､ 危険です｡ 夏は心臓にとって負担の多い
季節なのです｡

�� � 平成19年８月14日 (火) 午前10時～
���	
 開発センター
�� �  昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生

名前のもれている方がありましたら､ 町教育委員会 (35－2157)
へお知らせ下さい｡

�� �� ・秋村 啓介 ・伊東 一世 ・大馬 義明 ・小倉 雄三
・境谷 有祐 ・中村 剛大 ・阿部 美樹 ・須藤 千尋
・田中穂奈美 ・藤巻 美香 ・伊藤 和 ・太田 祐介
・大場 亮太 ・堂端 翔 ・中嶋龍之介 ・南 龍太郎
・渡邉 達也 ・工藤 祥子 ・古村 靖子 ・工藤有美子

�� �� ・澤田�太郎 ・澤田 明香 ・小鹿 功太 ・五十嵐彩華
・新井田悠夏 ・本間絵里佳

����� ・嶋中 講平 ・小鹿 静香 ・嶋中加寿美 ・平山 菜月
・相内 恭介 ・相内 秀貴 ・相内沙衣子 ・唐川 瑞季
・田中 星来 ・平山 園香

�� �� ・宮本あかり ・秋田 健太
�� �� ・赤石 葉月 ・三浦 真理
�� �� ・神 優樹 ・綿谷 智明 ・小山内 愛

・宮本 美夢 ・田中 園鳥 ・中島 理沙
�� �� ・太田 彩香
�� �� ・木村 直博 ・木村 吉孝
� �!� ・木村 龍太 ・横岡 恵子

������������������������������������������������������������ ��������������������										����������









����������

��������	
���
○国民健康保険法では､ 災害などの特別な事情が
ないのに保険税を１年間滞納すると､ 保険証を
返還していただくことになっております｡
○その場合には､ ｢被保険者資格証明書｣ を交付
されることになりますが､ これでお医者さんに
かかるときは､ いったん医療費の全額を自己負
担していただくことになります｡
○国民健康保険税は､ 国民健康保険を支える大切
な財源です｡ 必ず納期内に納めましょう｡
納付に関するご相談は､
総務課税務担当まで ℡ ３５－２０００１

��E������7 %

個人事業税は､ 一定の事業を行う個人に対し､
原則として前年の所得をもとに課税される県の税
金です｡ ８月と11月の２期に分けて納税通知書を
送付しますので､ 納期内に納税してください｡
なお､ 県では､ 県税の口座振替を行なっていま

す｡ 納税者本人の通帳と預金届出印を持参のうえ､
取扱金融機関・地域県民局県税部にお申し込みく
ださい｡
■問い合わせ 東青地域県民局県税部課税第一課

℡ ０１７－７３４－９９７２

��������	
�����

��������	
������

国定公園の中では､ 建物を新しく建てたり､ 建
て直したり､ 土地を開墾したり､ 看板を設置した
りするなど､ 景観に影響を与えるような場合には､
事前に青森県知事の許可または届出が必要です｡
今別町における国定公園の区域は､ 袰月海岸周

辺 (山崎地区から外ヶ浜町平舘境界まで) となっ
ています｡
住まいや事業所の場所､ 工事場所が公園区域に

入っていないか､ 確認してみましょう｡
■問合せ先 青森県自然保護課自然公園グループ

℡：０１７－７３４－９２５６
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に
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以
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２
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誕
生
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の
子
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さ
ん
を
掲
載
し
て
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